
あ
へ
な
〈
消
h
て
今
は
は
た
、

入
重
の
氷
に
さ
eさ
さ
れ
ぬ
。

紅
葉
染
め
に
し
山
や
此
庭
、

錦
さ
ば
か
り
見
ま
が
ひ
し
、

色
消
わ
は
て
E
北
風
に
、

散
り
て
鈍
る

I
六
つ
の
花
o

A
1
白
妙
の
世
に
立
ち
て
、

過
ぎ
来
し
方
を
侶
ぷ
時
、

み
宰
に
高
き
月
影
は
、

物
凄
き
迄
さ
へ
渡
る
o』

A 

漢

詩新
春

鶏
鳴
報
暁
一
天
新
。

四
海
東
風
聖
恩
遍
o

秋
郊
晩
節

貰
菊
丹
楓
照
眼
清
。

田
頭
酒
肺
際
林
遠
。

迎

春

迭
臓
迎
春
隅
色
新
。

拝
年
客
去
関
無
事
。

竹

鷲

瑞
気
筒
孟
高
象
泰
。

椴
杯
献
書
太
卒
民
。

全

夕
陽
幽
径
一
禽
鳴
。

好
栓
蹄
雲
杖
履
轄
。

天

香

奉
家
献
等
酌
芳
醇
。

早
有
明
窓
試
筆
人
。

和

歌

在

庵

O

溝

田

夕
暮
れ
の
御
堂
り
前
に
一
重
ぺ
ひ
ざ
り

何
願
ふ
ら
ん
額
づ
き
て
ゐ
ぬ

O

師
子
耽
道
人

身
さ
ψ

恒
也
〈
正
し
〈
持
て
よ
か
し

一
祉
の
前
の
杉
の
如
〈
に

俳

句

O
 

白
梅
や
今
日
庵
主
の
不
在
に
し
て

茶
に
酔
ふ
て
疲
ら
れ
ぬ
宵
や
泰
の
雨

春
雨
や
今
日
も
隠
居
の
謡
か
な

兎
斯
替
の
膜
臆
ざ
し
て
泰
の
雨

春
雨
や
お
次
ぎ
に
釜
の
た
ぎ
る
一
音

雑
談
に
女
も
ま
じ
る
春
の
雨

。

う
っ
し
世
の
そ
の
ひ
定
時
を
溢
茶
か
な

閤鶴


